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＜要旨＞

　通信制高校には，学力において大きな差があ
る多様な生徒が在籍しており，個別指導によ
る自律学習の支援が求められる（小林 2008）。
そこで通信制高校では，個々の生徒の自律的学
習を支援するため，従来の郵便でのレポートの
やり取り，テレビやラジオ放送視聴を中心とし
たやり方に加えて，情報通信技術（Information 
and Communication Technology 以 下 ICT）
を活用したeラーニングの取組みを進めてい
る。ICTを活用することによって学習への動機
づけが高く，学習継続性も高くなると予想して
の導入であろう。しかしながら，生徒たちの学
習継続率が低く，3年または4年間で卒業単位を
修得できず卒業を諦めてしまう生徒が多いとい
う問題がある。
　eラーニングに関する先行研究では，eラー
ニングが学習者の自律的学習を促すと指摘され
ているが（鄭，久保田，羅，寺嶋，2006），そ
れらの指摘を裏付ける事例のほとんどが高等教
育か生涯教育，すなわち，成人を対象としてい
る。一方，高校生，特に高校を中退した生徒を
対象にした場合，自律的学習が困難であるた
め，学習支援の方略も異なると考えられる。そ
こで，本稿では，通信制高校におけるeラーニ
ングの取組みについて検討する。

１．高校中退，不登校の現状

　現在,我が国には，5万5千人を超える生徒が
高校を中退しており，その対応が急務となって
いる（文部科学省， 2010）。高校中退の背景に
は，学業不振，学校生活・学業不適応，経済的
理由，病気など様々な理由があるが，大学への
全入時代を控え，高校を中退した生徒に，高校
卒業の機会を提供し，その支援をすることが不
可欠である。この取組みのひとつに，通信制高
校があり，遠隔における高校の授業を支援して
いる。
　通信制高校には，2000年以降毎年18万人を
超える生徒が通っている。通信制高校の生徒た
ちの多くは全日制高校を中途退学または中学時
に不登校であったという事情がある。政府が
2008年12月に策定した新しい「青少年育成施
策大綱」では,「困難を抱える青少年の成長を
支援するための取組」は重点課題の一つで，社
会的自立における困難を抱える青少年の問題，
特に不登校や高等学校中途退学等，学校段階で
のつまづきなど様々な問題が複合的に存在して
いる。文部省調査によると，高等学校の不登校
生徒数は2000年以降6万人から5万人に推移
している。高等学校中途退学者数は1995年度
以降7万人台で推移しており，全生徒数に占め
る割合は2～ 3％の範囲で推移している。中退
の理由としては主たる理由として「進路変更」
を挙げる割合が高かったものの，1998年以降は
「学校生活･学業不適応」が最も高くなってい
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る。2009年に文部科学省で実施した調査によ
ると，高等学校中途退学者のうち約4割が通信
制高校に編入または転校している。通信制高校
が中退者の大きな受け皿になっていることがわ
かる。

２．通信制高校

　我が国の高校通信制課程は，勤労学生や主婦
などを対象に教育の機会を与えることを目的と
して1956年に「高等学校通信教育規定」の改
正によって学習指導要領の基準に含まれること
になった。設置当初は働きながら高校卒業の資
格を取る事ができるとして勤労学生が多く在籍
したが，現在は就職しながら学ぶ生徒はほとん
どおらず，不登校や学校の方針に合わず全日制
高校を退学した生徒が多く在籍している。つま
り全日制高校に通えない生徒の受け入れ先とし
た存在意義に変化してきた。
　1961年の学校教育法の改正により通信制だ
けの独立校が認可されたことによって，各県で
地域の生徒を対象とした公立通信制高校が誕
生するとともに，全国規模で生徒募集を行う
NHK学園高等学校や東海大学付属望星高校な
ど広域通信制高校の設置が始まった。公立学校
の通信制高校は，ほとんどが全日制の高校に通
信制課程を併設する形で設置されていたが，こ
の改正によって通信制独立校が作られることに
なった。2003年から株式会社の学校運営が認
可され，企業が通信制高校の運営に参入できる
ようになった。アットマーク・ラーニング社の
アットマークインターハイスクール，アット
マーク明蓬館高等学校やソフトバンク系列のル
ネサンス高校など株式会社立の広域通信制高校
が開校し，通信制高校を取り巻く環境が活性化
されeラーニングの導入などICTを取り入れた
新しい教育を実施する学校が登場し，生徒たち
にとっても自分にあった通信制高校を選択でき
るようになったと言える。現在では，通信制課
程を持つ高校は，通信制独立校88校，全日制

の併設校121校の200校を超え，在籍生徒も増
加傾向にあり18万人を超えるまでになった（文
部科学省学校基本調査，2010年）。
　しかしながら，通信制高校が認可されてから
これまで解決されぬまま問題としてあるのは，
生徒の学力においてかなり差があることである
（小林 2008）。この問題に対応するため，従
来の郵便でのレポートのやり取り，テレビやラ
ジオ放送視聴を中心としたやり方に加えて，e
ラーニングを導入し，個々の学生の学力に応じ
た指導を行おうと試みた。ところが，学習継続
率の低さは相変わらず深刻な問題であり，3年
または4年間での卒業率は，３割以下である（文
部科学省学校基本調査，2010年）。多くの生徒
が，卒業単位を修得できず，卒業を諦めてしま
う理由として，通信制課程が全日制課程と異な
り対面授業は最小限に抑えられ，自宅での自学
自習を中心とした教育システムであることが考
えられる。言い換えれば，通信制高校では生徒
の自律的学習が前提となっており，それができ
ない生徒は卒業まで学習を継続する事ができな
い。
　生徒の自律的学習を支援するための対策とし
て，たとえば，NHK学園高等学校では，2003
年から従来の郵便でのレポート添削とテレビ・
ラジオ放送の活用というスタイルに加えてICT
を活用したeラーニングを導入した。ところが，
eラーニングに関する先行研究では，eラーニ
ングが学習者の自律的学習を促すと指摘されて
いるが，それらの指摘を裏付ける事例のほとん
どが高等教育か生涯教育，すなわち，成人を対
象としている。一方，高校生，特に高校を中退
した生徒を対象にした場合，成人の学習の特徴
は異なり，自律的学習が困難であるため，学習
支援の方略も異なると考えられる。

３．遠隔教育とeラーニング

（１）遠隔教育の定義
　遠隔教育とはどのような教育を指すか，まず
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「遠隔」という言葉は「時間」や「空間」が離
れていることを意味する。そこで教育を「時間」
と「空間」という２つの変数に分けて位置づけ
ると，教師と生徒が同じ教室にいて行う対面授
業は「同じ時間と空間」で起こる形態であり，
インターネットやWebページを利用して離れ
た地域を結ぶ教育は「同じ時間で違う空間」で
行われる教育形態である。よって遠隔教育とは，
「同じ時間に違う空間で行われる授業形態」か，
「違う時間に違う空間で行われる教育」と位置
づけることができる（鄭・久保田,2006）。つ
まり距離的に離れた中でメディアを介した教授
や学習活動を行う事を指す。
　遠隔教育の歴史は古く，1833年にスウェーデ
ンで郵便を利用した作文教育にさかのぼるとい
われている（Holmburg,1986）。150年以上の
歴史を持つ遠隔教育は世界中で様々な実践が行
われ，郵便を活用したレポートのやりとりから
ラジオやテレビといった放送活用，そしてイン
ターネットを活用したeラーニングと，教授者
と学習者を結ぶメディアの変遷を繰り返しなが
ら今日まで続けられている。
　これまで多くの研究者が遠隔教育を定義し理
論化に向けて努力してきた。ムーアは理論形成
にあたって，教育の分野を教授者と学習者が同
一の空間にいる教育（Confi guous Teaching）」
とそうでない「遠隔教育」の２つのグループか
ら成り立つことから研究を進め，「遠隔教育と
は，教える場所から慣れたところで起こる計画
的な学習であり，その結果，特別なコースデザ
インの技術，特別な教授法，電子技術や他の技
術による特別なコミュニケーション方法，そし
て組織・運営面での特別な準備を必要とするも
の」（Moore,1977，p.2）と定義している。そ
してキーガンは，「教授者と学習者が直接に対
面することなく印刷教材，放送教材，オーディ
オやビデオ教材などを介して教授・学習活動を
行う形態」（Keegan,1996,p44）の教育と定義
した上で，遠隔教育を他の教育形態と比較し
ながらその特性を分析することで概念を明ら

かにし，定義を構成する5つの要素を抽出した
（keegan，1990;1996）。
　１）学習過程のほとんどを時間において教授

者と学習者が離れている。
　２）学校のような教育機関のもとで計画的に

教材を提供し，学習者を支援する。
　３）印刷教材やオーディオ，ビデオ，コン

ピュータなどのメディアを用いながら学
習する。

　４）教授者と学習者が双方向のコミュニケー
ションがとれるようにメディアを活用す
る。

　５）学習プロセスにおいてグループとして学
習するのではなく，個別学習を基本とす
る。

　これらの定義は，遠隔教育を対面教育と区分
しながら遠隔教育の特性を説明している。

（２）eラーニングの定義
　eラーニングは，1990年代後半から発達して
きた。ローゼンバーグは企業教育の観点から「イ
ンターネットを利用し，知識と能力向上のため
に多様な学習活動および学習資源を伝達する活
動」（Rosenberg,2000）と定義している。ホー
トンは「eラーニングとはインターネットとデ
ジタル技術を利用して教育を行うこと」（Hor-
ton,2001）と定義し，インターネットとデジタ
ル技術のさまざまな機能を活用することで多様
な教育を提供できると主張している。つまり
Web上に教材コンテンツを提供するなどイン
ターネットと情報機器を活用して双方向コミュ
ニケーションとりながら学習を行う形態として
捉えている。このような議論に基づいてeラー
ニングの概念を整理すると，「eラーニングと
は学習者中心のフレキシブルでインタラクティ
ブな環境の中で，情報や教授内容を伝達し，多
様なスタイルの学習を支援するインターネット
やデジタル技術を活用した学習システム」であ
ると定義できる（鄭・久保田，2007）。さらにe
ラーニングの特徴を整理すると以下の6点にま
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とめることができる。
　１）eラーニングはインターネットをはじめ

とした情報通信技術（ICT）を活用する。
　２）eラーニングとは単にインターネットか

ら提供される情報を指すのではなく，様々
な学習活動までを含む幅広い概念である。

　３）eラーニングによって，時間や地理的条
件などの制約を受けない，フレキシブルで
インタラクティブな学習環境を提供でき
る。

　４）eラーニングは学習者中心の新しい教育
パラダイムを実現する遠隔教育の一つの
形態である。

　５）eラーニングは自学自習をうながし，自
律的な学習環境を提供するだけでなく，他
の学習者との情報交換やインタラクティ
ブなコミュニケーションを活性化させる。

　６）eラーニングは仕事と学習を総合的に結
びつけることができる。

（３）遠隔教育の発展
　通信教育とは，対面授業を行わず自学自習で
学習を進め，レポートの郵送を中心とした学習
方法をさす。現在のように郵便だけでなくテレ
ビやラジオ放送，ビデオ教材，インターネット
といったメディアを活用する方法に発展したも
のを遠隔教育という。キーガンは，遠隔教育は
もともと通信教育を発展させた概念で，「教授
者と学習者が直接に対面することなく印刷教
材，放送教材，オーディオやビデオ教材などを

介して教授・学習活動を行う形態」と定義して
いる（keegan，1990；Holmburg ，1986；鄭，
1991）。鄭＆羅は，遠隔教育の発展を三つの時
代に分け，第一期が郵便制度を利用した通信教
育の時代で成人を対象に教育の機会拡大を目指
した時代。第二期が放送などマスメディアを利
用した産業化した時代で，教育機会をさらに拡
大し教育方法が多様化した。そして第三期が
ICTを取り入れたeラーニングの時代で，教授・
学習活動の質的な向上と双方向性を目指した時
代とした（鄭＆羅，2004，鄭，久保田，羅，寺
嶋，2006）。つまりNHK学園高等学校のように
放送番組やインターネットを利用しeラーニン
グに取り組んでいる通信制高校は，第二期から
第三期に進化している遠隔教育として位置づけ
ることができる。
　キーガンは，「遠隔教育とは，教授者と学習
者が直接対面することなく印刷教材，放送教
材，オーディオ教材やビデオ教材などを介して
教授・学習活動を行う形態」の教育であると定
義した（keegan，1996；Holmberg，1986；鄭，
1991）。通信教育を発展させた概念として遠隔
教育があり，その発展には3つの時代に分ける
ことができる。

４．eラーニング導入事例

　2003年に学習指導要領の改訂が行われ，通
信制課程においてeラーニングでの単位修得が
認可された（文部科学省 2003）。現在では20

第 1期 第 2期 第 3期

遠隔教育の形態 印刷メディアを基盤と
した通信教育

放送メディアを基盤と
した遠隔教育

情報通信メディアを基
盤とした eラーニング

おもな効果
教育機会の拡大，勤労
学生に教育の機会を与
える

教育方法の多様化およ
び大衆教育の拡大

インタラクティブで個
別化された遠隔教育の
発展

事例
一般成人を対象とした
速記教育など

NHK学園高等学校や放
送大学など。各国の通
信制大学など

新しい通信制大学や各
国のサイバー大学など

表1　遠隔教育の発展段階の特性
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校を超える通信制高校がeラーニングを導入し
た学習を行っている。それらの多くは，全国の
生徒を対象とした私立の広域通信制高校であ
る。eラーニングで取り組んでいる広域通信制
高校2校の事例を比較し，eラーニングコース
の学習方法，教師の関わりやサポートのあり方
の違いについて検討する

（１）NHK学園高等学校
　NHK学園高等学校は1963年に日本放送協会
学園高等学校として開校し，当時は最新のメ
ディアであったラジオとテレビを使って教育番
組を提供した。生徒は各科目の教育番組を視
聴しながら学習を進め単位を修得し卒業を目
指した。2009年までに6万人以上の卒業生を
送り出しており，東京都国立市にある本校に
は約3700名の生徒が在籍している。国立本校
では，週1回程度でスクーリングが行われてい
るが，全国に協力校が40校あり，地方の生徒
は近くの協力校のスクーリングに週1回から月
1回程度の割合で出席する。また定期的に出席
できない生徒のために夏休みや冬休みに集中ス
クーリングも実施している。日常の学習は自宅
でNHK高校講座を視聴し，レポートを作成し
添削を受ける。評価はレポートと定期考査の試
験で行う。
　しかし，開校以来抱えている問題として，単
位修得率や就業期間内での卒業率の低さが解決
されないままであった。そこで，学習継続の
ための支援の一環として2003年よりネット学
習コースを新設し，e-ラーニングへ移行を始め
た。生徒は科目ごとにe-ラーニングでの履修
を申し込むことができ，ネット上で指導を受け
ている。

①eラーニングシステム「Online Campus」
　の概要
　2003年よりeラーニングシステム「Online 
Campus」の運用を試験的に始め，まずはレポー
ト提出や返却を4科目でスタートした。現在で

は40科目以上で運用されており，生徒は科目
毎にネット学習を選択するかどうかを決める事
ができる。2011年現在で約2000名の利用者が
あり，これは在校生の6割にあたる。
　ネット学習では，まずシステムにログインす
ると履修している科目毎の更新情報が一覧でき
る。主な学習コンテンツは番組を視聴したあと
に提出するレポート課題である。番組１回分の
レポート課題をユニットとして扱い，ユニット
をまとめてボックスとして年6回に分けて提出
しなければならない。教材の他に，自分の学習
状況のチェック機能，先生への質問と返答が一
覧できるQ&Aやクラスメートや先生へのメー
ル機能，所属するクラスのBBS機能がある。

②学校の学習支援体制
　NHK学園高等学校は，全国に3700名を超え
る在籍生徒がいるマンモス校である。1クラス
約40名の担任制をとっており，担任教師は生
徒と面談やメール，電話で連絡をとりながら学
習サポートを行っている。地方の生徒の場合は，
協力校の専任指導員が担任の代わりを担って生
徒と連絡をとりながらサポートをしている。
　科目履修の条件として，週１回の放送番組視
聴を義務付けており，レポート課題も番組で
学習した内容の確認が中心となっている。番
組はWebサイトでストリーミングでも視聴で
きるので，放送を見逃した時は，Webでいつ
でも視聴できる。よって，定期的に番組を視聴
しレポートを作成し，添削を受けるという学習
スタイルを確立する事が重要である。生徒たち
がこのような学習が継続できるように，担任は
eラーニングへのアクセスをチェックし，生徒
一人一人に個別で連絡を取りながら学習支援を
行っている。しかし，教師一人で40名程の生
徒の学習チェックをしていくことは難しく，ス
クーリングにも出席し，eラーニングへのアク
セスやレポート提出も順調な生徒は問題ない
が，そうでない生徒へのサポートは手薄になっ
ている。そこで，特別なサポートが必要な生徒
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を集めた少人数制のコースを作り，担任や教科
指導の教員がメールや電話，家庭訪問などをし
ながら支援を行っている。

（２）アットマーク明逢館高等学校
　教育特区により2009年に株式会社立高等学
校として開校した広域通信制高校である。アッ
トマーク・ラーニング社が運営しており，明
逢館高等学校を開校する前に2003年にアット
マーク国際高校を開校し現在も人気を博してい
る。明逢館高等学校の本校は福岡県田川郡川崎
町にあるが，在籍生徒の多くは東京近郊に在住
しており，生徒たちは品川キャンパスに通って
様々なサポートを受けている。ネットコーチン
グコースでは，履修するすべての科目をeラー
ニングで学習し，教師やコーディネータから質
問や学習の進め方のサポート等を受ける。評価
は，eラーニングの学習状況，レポート提出，
そして成果物で行われ，定期考査や小テストな
どの試験は実施しない。スクーリングは本校で
4日間の合宿を行う。開校して3年目だが，年々
生徒数が増えており現在は30名程度がネット
コーチングコースに在籍している。生徒一人一
人に対して個別指導計画を立て，日常の学習は
「Mypage」というeラーニングシステムで行っ
ている。

①eラーニングシステム「Mypage」の概要
　ネットコーチングコースでは，「Mypage」
というeラーニングシステムを導入し生徒一人
一人に対して個別指導計画を立て，学習指導を
実施している．すべての履修をeラーニングで
行うため，「Mypage」の機能には，履修の登
録から教科書の発注，ライブ映像またはVOD
授業，授業資料，先生への質問，レポート提出，
成果物の作成，生徒会活動，部活動など，学校
の機能のほとんどがある。各科目の履修は，毎
週１時間か2時間分の授業をVODで受けなが
ら学習し，レポート課題を作成し提出する。履
修している教科の授業をストリーミング配信し

ており，同期でも非同期でも受講できる．部活
動は，パソコン部や写真部など顧問の教師が入
部を認めれば，部員の生徒はいつでも自由に書
き込む事ができる。近年始めた試みで，生徒同
士や生徒と教師の交流の場となっている。

②学校の学習支援体制
　通信制高校に入学する多くの生徒は，中学の
時に不登校であったり，学校の方針に合わず全
日制高校を退学している。このような状況から，
自信を失い，学力も学ぶ意欲も低い生徒が多い
のが現状である。これらの生徒たちにeラーニ
ング教材やテキスト教材を与えたとしても自学
自習で勉強する事は難しい。そこで明蓬館高校
では，生徒たちの学習支援の取組みとして3つ
の特徴がある。まずは生徒一人一人に対しての
個別学習計画である。個別学習計画とは，教師
と生徒が面談をしながら教科毎に本人の学力，
学習状況，学習環境などの状況に合わせて学習
計画を立て，保護者と連携をとりながら学習
チェックを行うというものだ。次にコーチング
制度である。コーチング制度とは，生徒と面談
を重ねながら勉強についての悩みや学習の進め
方についてアドバイスするコーディネータを生
徒一人一人に配置する。コーディネータは教師
ではないので，教科内容を教える事はないが，
生徒の学習状況を把握しながら，生活や趣味等
学習以外のことをサポートする。まさに生徒が
学習継続できるように導くサポーターであり，
大きな成果をあげている。
　そして3つ目は，少人数制の担任制度である。
全日制高校ではクラスに30 ～ 40名の生徒が
在籍し担任が1人という場合が多い。通信制高
校では，1クラス50名以上という学校もある。
それに対して明蓬館高校では，1クラス8名程度
である。前述したように通信制高校に入学する
生徒たちは，自信を失い学習意欲を失いかけて
いる子が多い。つまり全日制高校の生徒たちよ
りもより手厚いサポートが必要とされる。よっ
て少人数制は生徒の学習継続に効果がある。
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５．まとめ

　本稿では，eラーニングを導入している通信
制高校について検討した。通信制課程は，毎日
学校に通わなくても自分のペースで学習を進め
る事ができる反面，制約がない分自学自習で学
習を進めて行く事が難しい。学習を継続させる
ためには，特別な支援が必要であることがわ
かった。
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